
JP 4795865 B2 2011.10.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロックの一部を挟み込む挟持部と、ローラを有し、ブロックに対する位置合わせをサ
ポートするガイド部と、前記挟持部及びガイド部の姿勢を切り替えるための姿勢切替機構
と、を有するコンクリートブロック用吊上具であって、
　前記姿勢切替機構が、支持板と、当該支持板に対し回動可能なように支持されたスウィ
ングアームと、当該スウィングアームに形成されている貫通孔に挿通されたワイヤケーブ
ルと、によって構成され、
　前記挟持部が垂直となる基本姿勢の状態から、前記スウィングアームを回動させて位置
を変更することにより、前記ワイヤケーブルの緊張力により吊上具の一方側が上方へ引っ
張られて傾斜姿勢となるように構成されていることを特徴とする、コンクリートブロック
用吊上具。
【請求項２】
　前記姿勢切替機構が、プッシングロッドを有し、
　前記スウィングアームは、１８０°を超えたオーバーセンターの位置まで回動するよう
に、また、その位置で回動が規制されるように構成され、
　前記プッシングロッドは、先端部が前記支持板の突出方向と同方向へ突出するように付
勢され、
　前記プッシングロッドの付勢力に抗して前記スウィングアームを回動させた状態でクレ
ーンを巻き上げて吊り上げると、前記ワイヤケーブルの緊張力により、前記スウィングア
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ームが上方へ引っ張られて傾斜姿勢となり、
　前記ワイヤケーブルを弛ませると、スウィングアームがプッシングロッドによって押し
戻されて、基本姿勢となるように構成されていることを特徴とする、請求項１に記載のコ
ンクリートブロック用吊上具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、港湾、海岸、河川等に設置されるコンクリートブロックの吊上具に関し、特
に、水平面に載置した場合に、胴部が傾斜した状態になるコンクリートブロックを対象と
する場合であっても、簡単かつ安全に吊り上げることができるコンクリートブロック用吊
上具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図７に示すように、港湾、海岸等に設置される消波根固めブロックとして、中央の胴部
８２の両端に、垂直方向へ延在する脚部（垂直脚部８３）と、水平方向へ延在する脚部（
水平脚部８４）とをそれぞれ有するコンクリートブロック８１（中央の胴部８２の軸線と
直交する方向へ延在する脚部を、胴部８２の両端にそれぞれ有し、胴部８２が水平状態に
、かつ、一方側の脚部（垂直脚部８３）が垂直状態となるように保持した場合に、他方側
の脚部（水平脚部８４）が水平状態となるように構成されたコンクリートブロック８１）
が従来より知られている。
【０００３】
　この種のコンクリートブロック８１は、胴部８２が水平となる状態（一方側の脚部８３
が垂直、かつ、他方側の脚部８４が水平となる状態）で製造されることが多い。より具体
的に説明すると、型枠を、胴部８２を形成する部分が水平に、一方側の脚部８３を形成す
る部分が垂直に、かつ、他方側の脚部８４を形成する部分が水平になるような状態に保持
し、型枠内において鉄筋を組み、コンクリートを打設して製造する。
【０００４】
　脱型は、図７に示すように、垂直脚部８３の天端面８３ａ、及び、水平脚部８４の天端
面８４ａからそれぞれ上方へ突出させた逆Ｕ字型の吊筋８５，８５に、長さを調節したワ
イヤ８６，８６を掛け、天秤棒８７（鋼材）でバランスをとり、これをクレーンで吊り上
げて行う（天秤吊り）か、或いは、天秤棒８７については省略し、吊筋８５，８５に掛け
た二股のワイヤ８６，８６のみによって吊り上げて行う（直吊り）。これらの方法によれ
ば、胴部８２が水平な状態のままコンクリートブロック８１を吊り上げることができるの
で、容易に脱型できる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、図７のコンクリートブロック８１には、４０～８０ｔもの重量がある巨大な
ものもあるが、そのような大型のものを図７のように吊り上げて、図８のように水平なヤ
ードへ転置（仮置）しようとする場合、吊筋８５に過度の負担がかかり、吊筋８５が変形
し、最悪の場合には破断するという危険がある。
【０００６】
　また、図７のようにコンクリートブロック８１の吊筋８５にワイヤ８６の先端のシャッ
クルやフック等を玉掛けする時、高所作業を伴うため安全性に欠ける。更に、吊筋の変形
により、吊筋８５の基端部近傍のコンクリート（天端面８３ａ，８４ａ）が圧壊したり亀
裂が生じてしまうことがある。
【０００７】
　本発明は、このような従来技術を解決すべくなされたものであって、ブロックの胴部を
挟み込んで吊り上げることができるように構成され、吊筋が配設されていないコンクリー
トブロックであっても、簡単に、かつ、ブロックに傷をつけることなく安全に吊り上げる
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ことができるコンクリートブロック用吊上具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るコンクリートブロックの吊上具は、ブロックの一部を挟み込む挟持部と、
ローラを有し、ブロックに対する位置合わせをサポートするガイド部と、前記挟持部及び
ガイド部の姿勢を切り替えるための姿勢切替機構を有していることを特徴としている。
【０００９】
　尚、この吊上具においては、姿勢切替機構が、支持板と、当該支持板に対し回動可能な
ように支持されたスウィングアームと、当該スウィングアームに形成されている貫通孔に
挿通されたワイヤケーブルとによって構成され、挟持部が垂直となる基本姿勢の状態から
、スウィングアームを回動させて位置を変更することにより、ワイヤケーブルの緊張力に
より吊上具の一方側が上方へ引っ張られて傾斜姿勢となるように構成されていることが好
ましい。また、スウィングアームは、１８０°を超えたオーバーセンターの位置まで回動
するように構成され、その位置で回動が規制されるように構成され、プッシングロッドは
、先端部が支持板の突出方向と同方向へ突出するように付勢され、プッシングロッドの付
勢力に抗してスウィングアームを回動させた状態でクレーンを巻き上げて吊り上げると、
ワイヤケーブルの緊張力により、スウィングアームが上方へ引っ張られて傾斜姿勢となり
、ワイヤケーブルを弛ませると、スウィングアームがプッシングロッドによって押し戻さ
れて、基本姿勢となるように構成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、ブロックの一部（例えば、胴部）を挟み込むようにして吊り上げることがで
きるように構成されているため、吊筋等が配設されていないコンクリートブロックであっ
ても、問題なく、また、コンクリートブロックに傷を付けることなく、安全に吊り上げる
ことができる。
【００１１】
　また、本発明の吊上具は、ガイド部（前方ガイド部及び／又は後方ガイド部）を有して
いるため、ブロックへの装着作業を円滑に行うことができ、また、適正な位置（ブロック
の中心位置、重心位置等）へ正確に装着させることができる。更に、装着後における吊上
具の位置ずれを防止することができる。
【００１２】
　また、姿勢切替機構を有しているため、ブロックの挟持対象部分が水平状態にある場合
だけでなく、傾斜状態にある場合であっても、吊上具の装着を円滑かつ正確に行うことが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付図面に沿って、本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明に係る
コンクリートブロックの吊上具１の側面図である。この図において２はワイヤロープ、３
は前方ガイド部、４は挟持部、５は後方ガイド部である。図示されているように、前方ガ
イド部３及び後方ガイド部５は、それらの中間に位置する挟持部４に対し、断面が矩形状
のジョイント部材６，７を介してそれぞれ接続固定されている。
【００１４】
　尚、前方ガイド部３、後方ガイド部５、及び、ジョイント部材６，７の寸法及び重量は
、挟持部４を中心とする前後の重量配分が均等となるように調整されている。そして、挟
持部４にはワイヤロープ２が係止されており、このワイヤロープ２をクレーンで吊り上げ
ることにより、図１に示すように、前後のバランスがとれた状態で、挟持部４が垂直とな
る姿勢（基本姿勢）のまま、全体を吊り上げることができるようになっている。
【００１５】
　図２は、図１に示したＸＸ線による吊上具１の断面図である。図示されているように、
挟持部４は、ベース８と、左右一対のクランプアーム９（９ａ，９ｂ）とによって構成さ
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れ、クランプアーム９ａ，９ｂは、ベース８の下部において水平方向に固定されている２
本のシャフト１０，１０を介してベース８に装着されており、それらのシャフト１０，１
０周りに回動可能な状態となっている。
【００１６】
　クランプアーム９ａ，９ｂの肩部には、それぞれシャックル１１，１１が取り付けられ
ており、これらのシャックル１１，１１には、図示されているように、ワイヤロープ２，
２の下端が係止されている。
【００１７】
　クランプアーム９ａ，９ｂの下端は、シャックル１１，１１が内側方向或いは上方へ引
っ張られた場合に外側へ開き、反対に、シャックル１１，１１が外側方向或いは下方へ引
っ張られた場合に内側へ閉じるように構成されている。従って、図２に示すように、ワイ
ヤロープ２，２の上端を纏めて上方へ引っ張ると、シャックル１１，１１が内側方向及び
上方へ引っ張られることになり、クランプアーム９ａ，９ｂの下端が開く方向へ作用する
。また、ワイヤロープ２，２を弛ませると、クランプアーム９ａ，９ｂは、自重により閉
じる方向へ回動することになる。
【００１８】
　尚、ベース８には、ロック機構（図示せず）が装着されており、クランプアーム９ａ，
９ｂの回動を規制して固定させることができるようになっている。従って、クランプアー
ム９ａ，９ｂの下端が最も閉じた状態にあるときに当該ロック機構を動作させた場合、そ
の状態で固定されることになり、ロックが解除されない限り、ワイヤロープ２，２及びシ
ャックル１１，１１を内側方向或いは上方へ引っ張っても、クランプアーム９ａ，９ｂは
下端が最も閉じた状態のまま維持される。
【００１９】
　図３は、図１に示した前方ガイド部３の正面図である。図示されているように、前方ガ
イド部３は、フレーム１２の両端が中央部分よりも低くなっており、下側傾斜面には、四
つのローラ１３が配置されている。また、図１及び図３に示すように、前方ガイド部３の
上部中央には、前方へ突出するように保持された上がりストッパ１４が取り付けられてい
る。
【００２０】
　尚、後方ガイド部５（図１及び図２参照）も、前方ガイド部３と同様に、フレーム１６
の両端が中央部分よりも低くなっており、下側傾斜面には、四つのローラ１７が配置され
ている。また、フレーム１６の両外側面には、下方へ突出するように保持された下がりス
トッパ１８，１８がそれぞれ取り付けられている（図１、図２参照）。
【００２１】
　上述の通り、本発明に係る吊上具１は、クレーン等によって吊り上げた場合、図１に示
したように、通常は挟持部４が垂直となる「基本姿勢」の状態となるが、姿勢切替機構１
５（図１、図３参照）を動作させることによって、図１に示す「基本姿勢」から図４に示
す「傾斜姿勢」にシフトさせることができる。
【００２２】
　この点についてより詳細に説明すると、姿勢切替機構１５は、図３に示すベースプレー
ト１９、リブ２０、支持板２１、スウィングアーム２２、プッシングロッド２３、ワイヤ
ケーブル２４、及び、係止部２５とによって構成されており、ベースプレート１９は、図
１に示されているように、ジョイント部材６の上面から上方へ立設され、リブ２０（図３
参照）によってその剛性が補強される構造となっている。
【００２３】
　支持板２１は、ベースプレート１９の側面から側方へ突出した状態、かつ、図１に示す
ように水平面に対し反時計回りに傾斜した状態で固定されている。スウィングアーム２２
は、支持板２１によって支持されており、支持板２１に固定されているシャフト２１ａ周
りに（支持板２１と平行な傾斜平面上において）回動自在なように構成されている。
【００２４】
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　スウィングアーム２２の回動範囲は、図３において実線で示す位置（外側端部付近に形
成されている貫通孔２２ａの中心が最も高くなる位置）（最高位置）から時計回りに１９
０°回動した位置（図３において符号２２’の破線で示す位置）までとなっており、破線
で示すスウィングアーム２２’は、その位置でベースプレート１９の側面に当接し、それ
以上の回動が規制されるようになっている。
【００２５】
　スウィングアーム２２の貫通孔２２ａには、ワイヤケーブル２４が挿通されている。ワ
イヤケーブル２４の下端は、ジョイント部材７の上面から上方へ立設させた係止部２５に
係止されており、上端は、ワイヤロープ２の上端とともに、クレーンのフックに掛けられ
る。
【００２６】
　プッシングロッド２３は、軸線が水平となるように、かつ、所定範囲内で水平方向へス
ライド可能な状態で保持されている。また、プッシングロッド２３は、先端部２３ａがベ
ースプレート１９を貫通しており、更に、図示しないコイルスプリングによって、先端部
２３ａが支持板２１の突出方向と同方向（図３の右側）へ突出するように付勢されている
。
【００２７】
　プッシングロッド２３の先端部２３ａは、スウィングアーム２２が回動する傾斜平面上
に位置しており、スウィングアーム２２が、図３において実線で示す位置から時計回りに
１５０°回動した時点で、先端部２３ａはスウィングアーム２２の側縁に当接するように
なっている。スウィングアーム２２は、上述したように、１９０°の位置まで回動可能な
構造となっているので、プッシングロッド２３の付勢力を上回る力を加えて回動させれば
、プッシングロッド２３の先端部２３ａをベースプレート１９側へ押しやりながら、最終
的に１９０°の位置まで回動させることができるが、加えていた力を緩めたり、解除する
と、スウィングアーム２２は、プッシングロッド２３によって、１５０°以下の位置へ押
し戻されることになる。
【００２８】
　この姿勢切替機構１５によって、図１に示す「基本姿勢」から図４に示す「傾斜姿勢」
にシフトさせようとする場合、まず、吊上具１を地面等の上に接地させ、ワイヤロープ２
を弛ませ、更に、クレーンフックを下げると吊上具１が傾く。具体的には、図１において
右側に傾き、下がりストッパ１８が地面等に接地するまで傾ける。そうすることにより、
ワイヤケーブル２４は、吊上具１を地面等の上に接地させた状態の時より更に弛む。
【００２９】
　ワイヤケーブル２４を弛ませれば、スウィングアーム２２は回動する状態となるので、
このスウィングアーム２２と連動するプーリに巻回されている操作用ロープ（図示せず）
を斜め下方に引っ張ることにより、スウィングアーム２２を回動させ、プッシングロッド
２３の付勢力に抗して、図３の符号２２’の破線で示す位置（最高位置から時計回りに１
９０°回動させた位置）に留まるように維持させる。
【００３０】
　この状態でクレーンをゆっくりと巻き上げ、吊上具１を吊り上げると、シャックル１１
以下の部分の荷重が作用して、ワイヤロープ２及びワイヤケーブル２４が緊張し、このワ
イヤケーブル２４の緊張力により、スウィングアーム２２乃至ベースプレート１９が相対
的に上方へ引っ張られることになり、図４に示すようにシャックル１１以下の部分は、前
方側（図４において左側）が持ち上がった傾斜姿勢となる。
【００３１】
　このとき、スウィングアーム２２には、ワイヤケーブル２４の緊張力及びシャックル１
１以下の荷重が部分的に作用し、最高位置へ戻ろうとする力が働くが、スウィングアーム
２２は最高位置から１８０°を超えた位置（いわゆる「オーバーセンターの位置」）にあ
るため、スウィングアーム２２をベースプレート１９側へ押し付けるような向きに力が作
用することになる。この力は、プッシングロッド２３の付勢力よりも大きいため、操作用
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ロープによる回動操作を終了しても、スウィングアーム２２はプッシングロッド２３によ
って１５０°以内の領域へ押し戻されることはなく、ベースプレート１９の側面に押しつ
けられた状態で固定される。そして、この状態（傾斜姿勢）は、シャックル１１以下の部
分が、ワイヤロープ２から吊り下げられた状態が続く限り維持される。
【００３２】
　傾斜姿勢から基本姿勢へ復帰させる場合には、吊上具１を地面等の上に接地させ、ワイ
ヤロープ２を弛ませ、更に、クレーンフックを下げると吊上具１が傾く。具体的には、図
１において右側に傾き、下がりストッパ１８が地面等に接地するまで傾ける。そうするこ
とにより、ワイヤケーブル２４が弛み、スウィングアーム２２をベースプレート１９側へ
押し付けていた力が小さくなり、スウィングアーム２２はプッシングロッド２３によって
１５０°以内の領域へ押し戻されることになる。この状態で再び吊り上げると、ワイヤケ
ーブル２４に僅かな張力が発生し、スウィングアーム２２は最高位置から僅かに下がった
位置に戻り、図１に示すような基本姿勢となる。
【００３３】
　次に、この吊上具１を用いて、図７に示したようなコンクリートブロックを吊り上げる
方法について説明する。コンクリートブロックの脱型を行う場合など、胴部が水平な状態
のコンクリートブロックを吊り上げる場合、まず、吊上具１を基本姿勢（挟持部４が垂直
となる姿勢）にセットし、図２に示すように、クランプアーム９ａ，９ｂが最も開いた状
態で吊上具１をコンクリートブロックの上方から吊り降ろし、図５に示すように、コンク
リートブロック３１の胴部３２の上に、吊上具１を載置する。
【００３４】
　このとき、前方ガイド部３の下側傾斜面には左右二つずつ、合計四つのローラ１３が配
置され、また、後方ガイド部５の下側傾斜面にも、同様に四つのローラ１７が配置されて
いるため（図１～図３参照）、厳密な位置合わせを行わなくても、簡単な誘導作業を行う
だけで、吊上具１の左右の中心を胴部３２上の中心位置に合わせることができる。また、
前方ガイド部３には上がりストッパ１４が装着され、後方ガイド部５には下がりストッパ
１８，１８が装着されているため、吊上具１の前後の中心を胴部３２上の中心位置に簡単
に合わせることができる。
【００３５】
　図５に示したように、コンクリートブロック３１の胴部３２上の適正な位置に吊上具１
を載置した後、クレーンのフックを更に降下させてワイヤロープ２，２を弛ませると、挟
持部４のクランプアーム９ａ，９ｂは、自重により閉じる方向へ（図２における符号９ａ
’，９ｂ’の破線の位置まで）回動し、コンクリートブロック３１の胴部３２を挟み込む
状態となる。次に、図示しないロック機構を動作させて、クランプアーム９ａ，９ｂの回
動を規制して固定する。この状態でクレーンのフックを上昇させることにより、コンクリ
ートブロック３１を、吊上具１によって挟持された状態で簡単に、かつ、安全に吊り上げ
ることができる。また、水平なヤード等に吊り降ろすときにも、コンクリートブロック３
１に過度な負担が生じることはなく、損壊等の問題を好適に回避することができる。
【００３６】
　一方、胴部が傾斜状態にあるコンクリートブロックを吊り上げる場合には、まず、姿勢
切替機構１５を操作して、吊上具１を傾斜姿勢（図４参照）にセットし、図２に示すよう
に、クランプアーム９ａ，９ｂが最も開いた状態で吊上具１をコンクリートブロックの上
方から吊り降ろし、図６に示すように、コンクリートブロック３１の胴部３２の上に吊上
具１を載置する。
【００３７】
　尚、本実施形態においては、傾斜姿勢にセットした場合における吊上具１の傾斜角度が
、吊り上げ対象となるコンクリートブロック３１における胴部３２の傾斜角度と一致する
ように、スウィングアーム２２やワイヤケーブル２４をはじめとする姿勢切替機構１５の
各構成要素の寸法や取付角度、配置構成等が設定或いは調整されているため、また、前方
ガイド部３及び後方ガイド部５のローラ１３，１７、上がりストッパ１４、下がりストッ
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パ１８，１８等の作用により、厳密な位置合わせを行わなくても、簡単な誘導作業を行う
だけで、吊上具１をコンクリートブロック３１の胴部３２上の適正な位置に載置させるこ
とができる。
【００３８】
　コンクリートブロック３１の上に吊上具１を載置したら、挟持部４のクランプアーム９
ａ，９ｂを閉じる方向へ回動させて、胴部３２を挟ませ、図示しないロック機構を動作さ
せて、クランプアーム９ａ，９ｂを固定する。この状態でクレーンのフックを上昇させる
ことにより、コンクリートブロック３１を、吊上具１によって挟持された状態で簡単に、
かつ、安全に（胴部３２が傾斜した状態からでも、コンクリートブロック３１に過度な負
担を生じさせることなく）吊り上げることができる。従って、損壊等の問題を好適に回避
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る吊上具１の側面図。
【図２】図１に示したＸＸ線による吊上具１の断面図。
【図３】図１に示した吊上具１における前方ガイド部３の正面図。
【図４】図１に示した吊上具１（傾斜姿勢）の側面図。
【図５】図１に示した吊上具１を胴部３２が水平なコンクリートブロック３１に装着した
状態を示す図。
【図６】図１に示した吊上具１を胴部３２が傾斜した状態のコンクリートブロック３１に
装着した状態を示す図。
【図７】従来におけるコンクリートブロック８１の吊り上げ方法の説明図。
【図８】従来におけるコンクリートブロック８１の吊り上げ方法の説明図。
【符号の説明】
【００４０】
１：吊上具、
２：ワイヤロープ、
３：前方ガイド部、
４：挟持部、
５：後方ガイド部、
６，７：ジョイント部材、
８：ベース、
９，９ａ，９ａ’，９ｂ，９ｂ’：クランプアーム、
１０：シャフト、
１１：シャックル、
１２：フレーム、
１３：ローラ、
１４：上がりストッパ、
１５：姿勢切替機構、
１６：フレーム、
１７：ローラ、
１８：下がりストッパ、
１９：ベースプレート、
２０：リブ、
２１：支持板、
２１ａ：シャフト、
２２，２２’：スウィングアーム、
２２ａ：貫通孔、
２３：プッシングロッド、
２３ａ：先端部、
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２４：ワイヤケーブル、
２５：係止部、
３１，８１：コンクリートブロック、
３２，８２：胴部、
８３：垂直脚部、
８３ａ：天端面、
８４：水平脚部、
８４ａ：天端面、
８５：吊筋、
８６：ワイヤ、
８７：天秤棒

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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